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患者満足度調査 患者さんからのご意見・ご要望等に対する回答

その他、多くの皆さまからご意見・ご要望をいただきました。
皆さまからいただきましたご意見は、今後の病院運営に活かしてまいりたいと考えております。
調査にご協力いただきました皆さま、ありがとうございました。

滋賀県立成人病センター サービス向上委員会委員長

１．食事について
（１）食事の量が多いと思います。減らすことはできますか。
（２）朝はパン食にしたいのですが、選択できるのでしょうか。

（１）病院には様々なエネルギー量の食事があり、各患者さんの主治医が治療段階に応じてオーダーしています。入院中で食欲
がない場合は、治療上必要な食事量であっても、多く感じられることもあるかと思われます。主治医の許可があれば食事の量を
変更することも可能ですので、お気軽に病棟スタッフへご相談ください。

（２）センターでは平日はご飯、日曜日の朝はパンを基本として献立作成を行っています。治療上制限のない方であれば、ご希
望により1日3食ともパンをお出しすることも可能ですし、パンを全く出さない対応も可能となっています。
一方でパンとご飯では栄養量が異なるため、特別治療食の方については治療内容によりパンをお出しできない場合がござい

ます。ご不明な点があれば、お気軽に病棟スタッフまでお尋ねください。

２．薬を院内で出して欲しい。

当センターでは、平成11年12月より、国および県の方針に沿って外来処方は原則院外処方として医薬分業を推進してまいりまし
た。平成23年度の滋賀県分業率は６０％を超え調剤薬局の応需体制も整ってまいりました。調剤薬局においては、重複処方や
相互作用のチェックのほか薬歴管理が行われ、医薬分業の目的に沿った業務が実施されておりますので、ご理解をお願いいた
します。

３．入院中の投薬を薬剤師が行うことがあるが、なぜか。

入院中に服用されるお薬を薬剤師がお渡ししている場合がございます。これは、副作用が出ていないか確認しながらお薬の説明を
し、退院後も安全で効果的なお薬による治療が継続されることを目的にしております。
患者さんに安全な医療を提供する意味からも、専門家である薬剤師からの内服説明や退院に向けて服薬指導等を行うことは全国
的に推奨されている流れとなっていますので、ご理解をお願いいたします。

４．入院中のマナーが悪い人がいる。見舞客のマナーが悪い人がいる。

お見舞いに来られた際の面会場所については、入院のしおり等でお知らせをしております。
また、入院患者さんのマナーについては、入院時のオリエンティ－ションでもお話しているところです。
患者さんの入院中の療養環境を守るため、マナーを守れていない方を見かけたら、今後も注意指導を徹底して参ります。

５．予約で待ち時間が長くなるときは、事前に教えていただければトイレや飲食に行きやすくなりよいと思うが。

予約を取っていただいているにもかかわらず、救急患者さんへの対応等で診察が遅れることがあり、予約患者さんにご迷惑をおか
けすることがございます。こまめなお声かけが信頼関係の第1歩と考えておりますことから、現在、外来では諸事情によりが３０分以
上遅れる場合は、診察室の前にお知らせの掲示をするようにしております。今後も安心して受診していただけるよう配慮してまいり
ます。

６．マンモグラフィーのレントゲン技師は女性にして欲しい。

マンモグラフィ検査に関しまして、職員配置の関係上、女性技師に限定して行うことは困難な状況です。
しかしながら、特殊な部位であることを充分に考慮し、マンモグラフィ撮影専門の講習会を受講している担当者が検査を行い、最大
限の病変描出が行えるように日々取り組んでおります。今後も安心して検査を受けていただけるように努めてまいります。

７．ＭＲＩを受けている際、ヘッドフォンから音楽を流して欲しい。

ご意見をうけ、ＭＲ検査時における音楽視聴については、平成２４年１０月より実施するようにいたしました。ＭＲの性質上、聞き取り
にくくなる場合もございますが、音量調節などお気軽にお声かけください。




